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学
園
歌
�
 校
歌
つ
い
て

「
学
校
要
覧
」
の
校
歌
の
校

正
を
し
て
い
て
、
一
番
の
歌
詞

H

の
「
奮
ひ
て
立
た
ん
」
が
「
立

た
む
」
の
表
記
ち
あ
っ
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
確
認
す

る
と
、
体
育
館
の
校
歌
の
額
は

「
ん
」
、
ア
リ
ー
ナ
の
額
は

「
む
」
と
表
記
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
「
む
」
を
「
ん
」
と
発
音

す
る
の
は
、
古
文
を
学
習
し
た

人
は
誰
で
も
知
っ
て
い
ま
す
。

敬
愛
学
園
の
古
い
書
物
を
閲
覧

す
る
と
、
表
記
は
二
通
り
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

本
校
の
創
立
者
長
戸
路
政
司


先
生
の
「
文
部
大
臣
認
可
、
関


東
中
間
子
校
」
の
資
料
の
「
て


校
歌
」
を
見
る
と
、
「
立
た
む
」


の
表
記
と
校
歌
は
四
番
ま
で
あ


つ
だ
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。


こ
の
学
園
歌
川
校
歌
を
調
べ

て
い
る
中
で
筆
者
が
初
め
て
知

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

作
曲
者
の
鈴
木
竹
松
は
、
大

正
3
年
東
京
音
楽
学
校
を
卒
業

し
、
同
年
岩
手
県
の
桔
巻
高
等

女
学
校
に
音
楽
教
師
と
し
て
、

着
任
し
ま
す
。
諜
外
で
宮
津
ト

シ
に
バ
イ
オ
リ
ン
を
教
え
た
こ

と
が
契
機
に
な
っ
て
、
ト
シ
が

美
男
の
音
楽
較
師
を
訪
ね
だ
こ

と
が
新
聞
の
中
傷
記
事
と
し
て

世
間
に
暴
露
さ
れ
ま
し
た
。

ト
シ
は
故
郷
を
追
わ
れ
、
日

本
女
子
大
に
入
学
、
鈴
木
竹
松

ち
学
校
を
追
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ト
シ
は
宮
津
賢
治
の

「
永
訣
の
朝
」
に
「
け
ふ
の
う

ち
に
と
ほ
く
へ
い
っ
て
し
ま

ふ
わ
だ
く
レ
の
い
も
う
と
よ
」

と
う
だ
わ
れ
た
実
妹
で
す
。

鈴
木
竹
松
は
、
学
園
歌
の
他

に
大
漁
節
、
印
西
市
立
船
穂
小
、

松
戸
市
立
小
金
中
な
ど
の
校
歌

の
作
臨
も
し
て
い
ま
す
。
�
 

語
集
力
チ
ェ
ッ
ク

⑦
「
蚊
帳
〈
か
や
〉
の
外
」
の

意
味
に
近
い
も
の
は
。

外
れ仲

間
外
れ
�
 予
想
外
れ
C
的

②
「
か
ら
く
り
」
の
意
味
の
中

に
な
い
も
の
は
。

し
か
け
�
 だ
く
ら
み
�
 こ
こ

ろ
え
�
 あ
や
つ
り

③
次
の
(
)
に
入
る
言
葉
は
。

カ
ラ
ス
の
(
〉
色
の
よ
う
な

髪
の
毛

尾
羽
根
�
 濡
れ
羽
�
 漆
黒

④
「
ハ
)
ち
山
の
賑
ハ
に
ぎ
〉

わ
い
」
の
〈
〉
に
入
る
語
は
。

桜
�
 紅
葉
�
 枯
れ
木
�
 根
雪

⑤
「
汗
牛
充
棟
」
の
意
味
は
。


来
客
が
多
い
�
 財
産
が
多
い


蔵
警
が
多
い


⑥
「
皮
切
り
」
と
ほ
ぼ
同
義
の


言
葉
は
。


設
定
�
 初
手
�
 仕
上
げ


ハ
解
答
)
①
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